
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

総務企画委員会
▶公文書管理条例の制定を求める陳情書　▶自
動車等の「武蔵野ナンバー」及び「デザインナ
ンバー」導入に向けた検討を求める陳情書　▶
財務会計ルールの全庁的な見直しと不祥事等非
違行為があった際の危機管理の在り方の改善を
求める陳情書　▶東小金井駅北口まちづくり事
業用地の活用に向けて整備基金の創設を求める
陳情書　▶平成２９年市議会議員選挙で、立候補
者が市の指定管理である施設の名簿を選挙活用
した事が法令に照らし適正だったかの検証陳情
書　▶都選管の収支報告書に記載されている寄
附の事実解明を求める訴え陳情書　▶市民の生
活を守るための≪新たな条例≫についての陳情
書　▶「小金井市第 ６ 次男女共同参画行動計
画」に、多様な性を尊重する市の姿勢と、具体
的な施策を明記することを求める陳情書　▶元
市議候補による個人情報盗用など一連の疑惑に
ついて地方自治法１００条に基づく調査を求める
陳情書　▶庁舎建物内及び敷地内の全面禁煙を
求める陳情書　▶小金井あんず園への委託事業
継続の是非に関し、小金井市議会に厳正調査を
求める陳情書　▶審査請求手続において審理員
意見書が主要な記載事項において虚偽の事実を
記載した行為に対し小金井市長の監督責任を問
う陳情書　▶部課長手当を市民や議会に知らせ
ずに大幅に引き上げたことに抗議し、すみやか
な是正を求める陳情書　▶小金井市公共施設等
総合管理計画の進捗状況と方針についての諸問
題の調査　▶地域防災、減災及び被災者支援に
ついての諸問題の調査

厚生文教委員会
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を

改正する条例　▶（仮称）スポーツ振興審議会
の設置を求める陳情書　▶（公財）小金井市体
育協会理事による不正受給金返還の確認を求め
る陳情書　▶福祉的視点から、母子・父子自立
支援員（兼婦人相談員）体制の充実と、非常勤
化体制の検証を求める陳情書　▶地域生活支援
事業「移動支援事業」に関する陳情書　▶小金
井市保健福祉総合計画に関する諸問題の調査　
▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶社会教
育施策に関する諸問題の調査

建設環境委員会
▶小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ
陳情書　▶３０年後の可燃ごみ処理体制の早期確
立を求める陳情書　▶ココバスの運行サービス
の拡充を求める陳情書　▶現リサイクル事業所
の存続を求める陳情書　▶駅周辺整備に関する
調査　▶市内都市計画、自然環境及び住環境に
関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査

議会運営委員会　
▶請願権条例制定を求める陳情書　▶議会改革
に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時
会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に
関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等
に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問
事項について

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶契約金額約１３０億円で購入した蛇の目跡地に
全市民が活用できる施設群建設を求める陳情書　
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事
業評価シートの速やかな作成を求める陳情書　
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
税
の
増
税
な
ど
、

市
民
生
活
の
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
。

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
議
会
か
ら
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
経
済
に
大
き
な
影
響
が
出
る
中
、

財
政
的
な
見
通
し
も
な
く
事
業
を
進

め
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
基
本
設

計
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

新
庁
舎
建
設
に
関
し
、
繰
り
返
し

提
案
し
て
き
た
は
が
き
付
き
特
集
号

（
計
画
内
容
の
説
明
と
意
見
公
募
）

が
年
度
末
に
よ
う
や
く
実
施
さ
れ
た

も
の
の
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
へ
の
回

答
を
ま
と
め
な
い
ま
ま
後
期
レ
ビ
ュ

ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
市
民
の
関
心
も
大
変
高
い
事

業
で
あ
り
、
意
見
に
つ
い
て
は
真
摯

に
受
け
止
め
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

要
望
を
重
ね
て
き
た
、
全
小
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の
助
成
な

ど
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
終
息

の
め
ど
が
立
た
ず
、
世
界
的
な
経
済

危
機
も
予
想
さ
れ
る
中
、
新
庁
舎
建

設
は
、
市
の
財
政
状
況
や
日
本
経
済

の
動
向
等
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
、

慎
重
な
判
断
を
お
願
い
し
た
い
。

構
造
と
し
、
市
民
要
望
が
多
い
ひ
ろ

ば
面
積
の
拡
充
を
求
め
る
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
３
・
４
・

１１
号
線
の
必
要
性
を
議
論
す
る
こ
と
。

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
、
専

門
家
や
市
民
と
の
協
働
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

当
初
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が
る
中
、

安
定
的
な
市
政
運
営
が
必
要
と
考
え

る
。
学
校
給
食
調
理
委
託
は
撤
回
し
、

無
償
化
と
無
農
薬
有
機
食
材
の
使
用

を
検
討
す
べ
き
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
失
業
者
等
へ
の

補
償
、
就
学
援
助
認
定
の
緩
和
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
中
止
、
奨
学
金
増
額
、

財
政
出
動
の
検
討
等
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

賛
成
す
る
が
、
点
数
化
す
る
と
２０

点
で
あ
る
。
気
候
危
機
対
策
の
更
な

る
強
化
、
学
校
給
食
や
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
お
け
る
市
の
責

任
を
よ
り
示
す
こ
と
等
を
求
め
る
。

他
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
被
っ
て

い
る
社
会
的
不
利
益
を
解
消
す
る
取

組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

に
向
け
た
性
の
多
様
性
を
理
解
、
促

進
す
る
た
め
の
取
組
等
は
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

賛
成
の
理
由
の
第
一
は
、
最
大
の

課
題
の
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
建
設
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
第
二
に
、
福
祉
総
合
相
談
窓

口
設
置
予
算
が
含
ま
れ
た
社
会
福
祉

協
議
会
運
営
委
託
料
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
。
第
三
に
、
認
可
保
育
所
３

園
を
開
園
し
、
待
機
児
童
解
消
に
向

け
た
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

児
童
福
祉
費
が
歳
出
全
体
の
２5
％

を
占
め
、
子
育
て
関
連
投
資
を
増
や

し
て
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
小
・

中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
多
摩

地
域
最
下
位
で
あ
り
、
早
急
に
改
善

を
求
め
る
。
多
く
の
新
規
事
業
が
予

定
さ
れ
、
ま
た
、
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
の
実
施
設
計

は
、
申
入
れ
の
内
容
を
真
摯
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

の
基
本
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
は
反

対
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

早
急
に
予
算
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
市
は
、
国
に
対
し
、
現
金
給

付
、
消
費
税
減
税
、
ま
た
、
地
方
自

治
体
へ
の
交
付
金
新
設
等
を
求
め
、

雇
用
対
策
、
給
食
の
無
償
化
等
の
施

策
に
よ
り
市
民
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

職
員
ボ
ー
ナ
ス
は
、
秋
の
人
事
委

員
会
勧
告
で
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と
な
れ

ば
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
新
庁

舎
と
（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
は
免
震

決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
を

行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
２4
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

三
多
摩
で
最
も
高
い
税
額
を
更
に

引
き
上
げ
れ
ば
、
今
以
上
に
税
金
を

払
え
な
い
方
が
出
て
く
る
。
国
民
健

康
保
険
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
、

繰
入
金
を
毎
年
５
千
万
円
ず
つ
削
減

し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
を
改
め
れ

ば
税
額
の
引
き
上
げ
を
や
め
て
多
子

軽
減
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

繰
入
金
削
減
あ
り
き
の
計
画
こ
そ
見

直
す
べ
き
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

２
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
村
山
ひ
で
き
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
１２
日
、
１９
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
正
規
職
員
及
び

再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
、
支
給
基
準
や
割

合
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

３
月
１９
日
の
委
員
会
で
は
、
年
間

支
給
月
数
を
現
行
ど
お
り
と
す
る
修

２
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会（
紀
由
紀
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
１１
日
、
１９
日
の
計

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
や
減
額
対
象
基
準
額
の

改
定
等
を
行
う
も
の
で
す
。

３
月
１１
日
の
委
員
会
で
は
、
委
員

か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
１９
日
の

委
員
会
で
は
、
修
正
案
に
つ
い
て
否

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

職
員
給
与
の
総
額
は
、
こ
の
４
年

間
で
２
億
３
千
700
万
円
程
度
上
昇
し

た
。
現
状
、
行
財
政
改
革
が
進
ん
で

い
る
と
は
と
て
も
言
え
ず
、
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
職
員
給
与
の
改

善
を
図
る
の
が
従
来
の
や
り
方
な
は

ず
で
あ
る
。
民
間
企
業
で
は
、
利
益

が
確
保
で
き
て
初
め
て
賃
金
を
引
上

げ
が
可
能
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
実

態
を
重
々
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

市
民
生
活
、
景
気
経
済
に
甚
大
な
影

響
が
出
て
い
る
中
、
市
職
員
の
ボ
ー

ナ
ス
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
著
し
く

不
当
で
あ
る
。
様
々
な
産
業
、
非
正

正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
後
、

修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
２4
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

昨
年
１０
月
の
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
沿
っ
た
給
与
改
定
で
あ
り
、

本
市
は
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
多
摩
２６
市
の

多
く
は
昨
年
１２
月
に
議
決
済
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
き
給
与
改
定
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
引
き
下
げ
る
と
き
は
従

い
、
引
き
上
げ
る
と
き
は
無
視
す
る

と
い
う
の
で
は
道
理
が
通
ら
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

職
員
の
給
与
に
関
し
て
全
体
の
人

件
費
総
額
を
見
つ
つ
、
行
財
政
改
革

を
進
め
た
上
で
、
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
下
で
市
内
の
商
店
会
で
は
、
地
域

か
ら
廃
業
す
る
お
店
を
一
軒
も
出
さ

せ
な
い
と
い
う
強
い
思
い
も
聞
い
て

い
る
。
こ
の
状
況
下
で
の
期
末
手
当

の
引
上
げ
は
到
底
納
得
で
き
ず
、
市

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

改
定
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
多
摩
２６

市
全
て
で
同
じ
支
給
月
数
と
す
る
こ

と
、
労
使
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大

変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
市
は
市
民

生
活
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
、
同
時

に
労
働
者
で
あ
る
職
員
の
生
活
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

規
労
働
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
深

刻
な
影
響
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
優

先
す
べ
き
は
、
困
窮
し
て
い
る
市
民

の
雇
用
確
保
な
ど
の
緊
急
支
援
策
で

あ
る
。
そ
れ
が
「
人
の
道
」
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令

和

２

年

度

一

般

会

計

予

算

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和 2年（2020年）5月20日発行 （269号）


